
 平 成 １ ７ 年 度  第 ２ 回

工 事 担 任 者 試 験 問 題
 資

格 Ａ Ｉ 第 ３ 種 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        ９時３０分 

２  試験科目数別終了時刻 

 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻 １ ０ 時 １ ０ 分 １ ０ 時 ５ ０ 分 １ １ 時 ３ ０ 分 

３  試験科目別の問題数(解答数)及び試験問題ページ 

  問 題 数 ( 解 答 数 )  試 験 問 題 

 
科       目 

第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ J － 1 ～ 5

 端末設備の接続のための技術及び理論 ５ ５ ５ ５ ― J － 6 ～ 9 

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ― J － 10 ～ 13

４ 受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１けたの数字がある場合、十の位のけたの「０」もマークしてく

ださい。 

[記入例]  受験番号  ０１J９２１１２３４               生年月日  昭和５０年３月１日 
受　　験　　番　　号

000000000

111111111

22222222

3333333

444444

55555

6 6666

77 7777

8

9

888

999

88

99

5

6 Ｍ

4

5

6

7

8

9              

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

大
正

昭
和

平
成

Ｈ

Ｔ

 
５ 答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 

① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  この問題用紙に記入しても採点されません。 

６ 合格点及び問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 

 

受 験 番 号

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 
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Ｊ－1

電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図－１に示す回路において、抵抗Ｒ１に加わる電圧が２４ボルトのとき、Ｒ１は、

(ア) オームである。ただし、電池の内部抵抗は無視するものとする。 (５点)

① ４ ② ６ ③ ８ ④ １０ ⑤ １２

(２) 図－２に示す回路において、端子ａ－ｂ間に、７２ボルトの直流電圧を加えたとき、６アン

ペアの電流が流れ、６０ボルトの正弦波交流電圧を加えたとき、４アンペアの電流が流れた。

このとき、回路の誘導性リアクタンスＸＬは、 (イ) オームである。 (５点)

① ２ ② ３ ③ ６ ④ ９ ⑤ １２

(３) 帯電していない導体Ａに正の電荷を持った帯電体Ｂを近づけると、ＡのＢに近い側には負の

電荷、ＡのＢから遠い側には正の電荷が現れる。この現象は、 (ウ) といわれる。(５点)

① 静電誘導 ② 静電遮へい ③ 超伝導 ④ 電磁誘導 ⑤ 電 離

(４) 断面が円形の導線の抵抗値は、導線の長さを１６倍にしたとき、直径を (エ) 倍にすれ

ば、変化しない。 (５点)

１ １① ② ③ １ ④ ４ ⑤ ８８ ４

図－１

Ｒ１

Ｅ＝８４ Ｖ

Ｒ３＝２０ Ω

Ｒ２＝１０ Ω

ＸＬＲ

図－２

ａ ｂ
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Ｊ－2

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) トランジスタは、シリコンなどの結晶に微量の不純物を加えることにより半導体が形成され、

通電時に電荷を運ぶ主役が、 (ア) であるものは、Ｎ形半導体といわれる。 (４点)

① 原 子 ② 正 孔 ③ 電 子 ④ イオン

(２) 図に示すトランジスタ回路において、Ｉ１を十分大きくすると、トランジスタの動作は

(イ) 領域に入り、ＶＯは、ほぼゼロとなる。このようなトランジスタの状態はスイッチ

のＯＮと対応させることができる。 (４点)

① 飽 和 ② 遮 断 ③ 負 荷 ④ 線 形

(３) エミッタ接地形トランジスタ回路の代表的な静特性の一つである (ウ) 特性は、ベース

電流ＩＢを一定に保ったときのコレクタ電流ＩＣとコレクタ－エミッタ間の電流ＶＣＥとの関係

を示したものである。 (４点)

① 電力増幅率 ② 入 力 ③ 出 力

(４) 定電圧ダイオードは、逆方向に加えた電圧がある電圧を超えると、急激に電流が増加する

(エ) 現象を生じ、広い電流範囲で電圧を一定に保つ特性を有する。 (４点)

① ドリフト ② 降 伏 ③ 誘 導 ④ 漏 話

(５) トランジスタに電圧を加えて、ベース電流が３０マイクロアンペア、コレクタ電流が

(オ) ミリアンペア流れているとき、エミッタ電流は、２.５２ミリアンペアとなる。

(４点)

① ２.２２ ② ２.４９ ③ ２. ５５ ④ ２.８２

ＶＩ

Ｉ１

Ｖo

Ｖ２

Ｒ Ｉ２
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Ｊ－3

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) １０進数の８８を８進数に変換すると (ア) になる。 (５点)

① １０１ ② １１１ ③ １２０ ④ １３０ ⑤ １４０

(２) 次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (イ) にな

る。 (５点)

Ｘ ＝ Ａ･(Ａ＋Ｂ)＋Ｂ･(Ａ＋Ｂ)

① Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｂ ② Ａ＋Ｂ ③ Ａ･Ｂ ④ Ａ ⑤ Ｂ

(３) 図－１の論理回路において、Ｍの論理素子が (ウ) であるとき、入力ａ及び入力ｂの論

理レベルと出力ｃの論理レベルとの関係は、右の表の真理値表で示される。 (５点)

(４) 図－２に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣは、それぞれの円の内部を表すとき、塗りつぶ

した部分を示す論理式は、 (エ) で表すことができる。 (５点)

① Ａ･Ｂ･Ｃ ② Ａ･Ｂ･Ｃ ③ Ａ･Ｃ ④ Ｂ･Ｃ

図－２

ＣＢ

Ａ

① ② ③ ④ ⑤

図－１ １

１

１

０

０ ０

１

０

０

１

１

０

ａ ｂ
入　力 出力

ｃ入力ｂ

入力ａ

出力ｃＭ
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Ｊ－4

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図において、入力電力が (ア) ミリワット、増幅器ＡＭＰ１、ＡＭＰ２及びＡＭＰ３の利

得がそれぞれ６デジベル、１０デジベル及び１４デシベルのとき、負荷抵抗Ｒで消費する電力

は、２.７ワットである。ただし、入出力各部のインピーダンスは整合しているものとする。

(５点)

① ２.７ ② ２７.０ ③ ５４.０ ④ ９０.０

(２) 同軸ケーブル及び平衡対ケーブルについて述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (５点)

Ａ 同軸ケーブルは、外部導体の働きにより、平衡対ケーブルと比較して比較的高い周波数に

おいて誘導などの妨害を受けにくい。

Ｂ 平衡対ケーブルは、一般に、伝送する信号の周波数が高くなるほど伝送損失が増大する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) インピーダンスの異なる伝送ケーブルを接続して音声周波数帯域などの信号を伝送するとき、

その接続点における電圧、電流には、 (ウ) 現象が生ずる。 (５点)

① 放 射 ② 反 射 ③ 鳴 音 ④ 共 振

(４) 信号電力をＰＳワット、雑音電力をＰＮワットとすると、信号対雑音比は、 (エ) デシ

ベルである。 (５点)

ＰＮ ＰＳ ＰＳ ＰＮ① ２０ log ② ２０ log ③ １０ log ④ １０ log10 ＰＳ 10 ＰＮ 10 ＰＮ 10 ＰＳ

発振器

ＡＭＰ１ ＡＭＰ３ＡＭＰ２

Ｒ
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Ｊ－5

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) ＡＭ方式は、通常、伝送する信号の (ア) により搬送波の (ア) を変化させるもの

である。 (４点)

① 位 相 ② 周 期 ③ 振 幅 ④ 周波数

(２) デジタル伝送における信号の多重化は、一般に、 (イ) 分割多重化方式が用いられる。

(４点)

① 周波数 ② 時 ③ 空 間

(３) 原理的に雑音量が電気通信回線の物理的な特性に依存しない雑音の一つに、 (ウ) 雑音

がある。 (４点)

① 熱 ② ショット ③ 準漏話 ④ 量子化

(４) 最高周波数が４キロヘルツの音声信号を忠実にデジタル伝送するためには、最小限、

(エ) キロヘルツで標本化する必要がある。 (４点)

① ４ ② ８ ③ １６ ④ ３２

(５) (オ) は、発光ダイオードと比較して、発光する光の波長幅スペクトルが狭いことから、

長距離通信用の発光素子として用いられている。 (４点)

① レーザダイオード ② ホトダイオード

③ アバランシホトダイオード ④ 光スプリッタ
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Ｊ－6

端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 電話機の原理、構成などの概要について述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (５点)

Ａ ダイヤル操作が押しボタン式でありながら、選択信号としてダイヤルパルス(ＤＰ)を送出

する電話機は、一般に、アウトパルスダイヤル式電話機又は擬似プッシュホン電話機といわ

れる。

Ｂ 電話機相互間において、送話及び受話の電気信号の授受効率を最も良くするためには、電

気通信回線からみた電話機のインピーダンスを電気通信回線のインピーダンスよりも小さく

する必要がある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 側音について述べた次の記述のうち、誤っているものは、 (イ) である。 (５点)

① 側音は、送話者の音声や室内騒音などが送話器から入り通話回路、受話回路を

経て自分の耳に聞こえる音である。

② 側音を適当量に抑えるための回路は、防側音回路又は側音防止回路といわれる。

③ 側音が大きいと、送話者は自分の声が小さいと判断して大声で話すようになる。

④ 側音が大きいと、受話のとき相手の声が聞き取りにくい。

(３) 図は押しボタンダイヤル式電話機の回路構成を示したものである。図中のダイオードブリッ

ジ回路は、電気通信回線側の電圧極性が反転しても、押しボタンダイヤル信号発生用のＩＣな

どへ供給する (ウ) の極性を一定に保つ動作をする。 (５点)

① 選択信号 ② 呼出信号 ③ 着信信号 ④ 交流電圧 ⑤ 直流電圧

(４) 小電力形コードレス電話機などには、無通話時の雑音抑圧による音声品質向上を目的として、

(エ) 回路を利用しているものがある。 (５点)

① ミキサ ② コンパンダ ③ プリスケーラ ④ スクランブラ

通

話

回

路

ダ

イ

オ



ド

ブ

リ

ッ

ジ

回

路

電

気

通

信

回

線

(注)ＭＵＴＥ：選択信号送出中はこの出力により通話回路を短絡する。

ＶＤＤ

OSC2
～
発
振
器

ＶＳＳ

ＩＣ

０

８７ ９

５４ ６

２１ ３

Ｌ４

Ｌ３

Ｌ２

Ｌ１

ダイヤルスイッチ

MUTE

ＭＦ

OSC1

Ｈ１
Ｈ２
Ｈ３

定 電 圧 回 路
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Ｊ－7

(５) グループ３(Ｇ３)ファクシミリの規格で、ＩＴＵ-Ｔ勧告におけるＶ.３４に準拠した最大通

信速度 (オ) キロビット／秒のモデムを搭載するファクシミリは、スーパーＧ３ファクシ

ミリなどといわれる。 (５点)

① ９.６ ② １４.４ ③ ３３.６ ④ ６４.０

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースの参照構成は、Ｓ、Ｔ及びＲの参照点並びにＮＴ１、

ＮＴ２、ＴＥ１、ＴＥ２などの機能グループから構成される。これらのうち、ＴＥ１は、

(ア) の機能を有している。 (５点)

① ＩＳＤＮ標準端末 ② 変復調装置

③ 自動式構内交換機 ④ デジタル回線終端装置

(２) 公衆パケット交換網を対象としたＸシリーズインタフェースを有する端末をＩＳＤＮ基本

ユーザ・網インタフェースの参照点Ｓ／Ｔに接続するためには、プロトコル変換などを行う

(イ) が必要である。 (５点)

① ＤＳＵ ② ＴＡ ③ モデム ④ 網制御装置

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのレイヤ１では、複数の端末が一つのＤチャネルを

共有するため、Ｄチャネルへの正常なアクセスを確保するための制御手順として、 (ウ)

が規定されている。 (５点)

① ピンポン伝送方式 ② エコーチェック方式

③ ＬＡＰＤ ④ エコーキャンセラ方式

(４) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるレイヤ２のすべてのフレームは、特定符号

０１１１１１１０の８ビットから成る (エ) によりフレームの開始と終結が識別される。

(５点)

① アドレスフィールド ② 制御フィールド ③ 情報フィールド

④ フラグシーケンス ⑤ フレームチェックシーケンス

(５) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、 (オ) 層の主な機能には、呼の設定、

維持、解放、各種付加サービス要求などに対しての制御機能がある。 (５点)

① 物 理 ② データリンク ③ ネットワーク

④ トランスポート ⑤ セション

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのレイヤ１に規定される電気的条件では、ＤＳＵか

らＩＳＤＮ端末側への制限給電状態における最大給電出力は、 (ア) ミリワットと規定さ

れている。 (５点)

① １２０ ② ２２０ ③ ３２０ ④ ４２０
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Ｊ－8

(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースの機能群に対応する装置において、ＩＳＤＮ標準端

末としては、 (イ) などの装置が具体的な例として挙げられる。 (５点)

① 端末アダプタ ② グループ４ファクシミリ

③ デジタル式ＰＢＸ ④ デジタル回線終端装置

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、Ｂチャンネルを２本束ねて１２８キロビ

ット／秒の通信速度をバルク転送で実現する、 (ウ) 通信といわれる機能をサポートする

端末アダプタがある。 (５点)

① ＰＩＡＦＳ ② ＭＰ ③ Ｖ.１１０ ④ 全二重

(４) 社内ＬＡＮやホームネットワークに接続されたパーソナルコンピュータやサーバなどに用い

られる (エ) は、インターネットなどの外部ネットワークと内部ネットワークの通信を制

限し、情報セキュリティの強化を図るものである。 (５点)

① ファイアウォール ② バックドア ③ パッチ

(５) 本来の権限をもたない者が、データや情報の内容を勝手に変更することは、 (オ) とい

われる。 (５点)

① 盗 聴 ② 不正アクセス ③ 改ざん

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) フロアダクト配線工事において、フロアダクトが交差する場所には、一般に、 (ア) が

設置されている。 (５点)

① ジャンクションボックス ② プルボックス ③ ブッシング

(２) データ端末装置の信号をアナログ電話回線に送出するときに使用される (イ) は、デジ

タル信号とアナログ信号との相互変換のために用いられる。 (５点)

① ＥＯ変換装置 ② スプリッタ ③ ＯＮＵ ④ 変復調装置

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、ＮＴとＴＥがポイント・ツー・マルチポ

イント配線で構成される場合、ＴＥの接続は最大 (ウ) 台まで同時接続が可能である。

(５点)

① ６ ② ８ ③ １２ ④ １６ ⑤ ３２

(４) ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０における宅内配線構成では、２対(４線)のメタリックケーブルを

用いたバス配線を基本としており、バス上にＪＩＳで決められている８端子のインタフェース

コネクタを取り付ける場合、ファントムモードの給電には、インタフェースコネクタの端子

(コンタクト)番号 (エ) 番が使用される。 (５点)

① １と２ ② １と８ ③ ２と６ ④ ３と４と５と６ ⑤ ７と８
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(５) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、ＮＴとＴＥを接続するユーザ構内の配線

は、ＴＥとの接続用ジャックのついた一本の連続したケーブルで構成される。ユーザ構内が短

距離受動バス配線のとき、ＴＥを接続用ジャックに接続するための接続コード長は、 (オ)

メートル以内と規定されている。 (５点)

① １０ ② ５０ ③ １００ ④ ５００
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣及

び｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２５点)

(１) 工事担任者による工事の実施及び監督について述べた次の二つの文章は、 (ア) 。

(５点)

Ａ 利用者は、端末設備又は自営電気通信設備を接続するときは、工事担任者資格者証の交付

を受けている者に、当該工事担任者資格者証の種類に応じ、これに係る工事を行わせ、又は

実地に監督させなければならない。ただし、総務省令で定める場合は、この限りでない。

Ｂ 工事担任者は、端末設備又は自営電気通信設備の接続の工事の実施又は監督の職務を誠実

に行わなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 総務大臣は、工事担任者試験に合格した者であっても、次の各号のいずれかに該当する者に

対しては、工事担任者資格者証の交付を行わないことができる。 (５点×２＝１０点)

(ⅰ) 工事担任者資格者証の返納を命ぜられ、その日から (イ) を経過しない者

(ⅱ) 電気通信事業法の規定により罰金以上の刑に処せられ、その執行を終わり、又はその執行

を受けることがなくなった日から (ウ) を経過しない者

① ６か月 ② １ 年 ③ ２ 年

④ ３ 年 ⑤ ４ 年 ⑥ ５ 年

(３) 次の二つの文章は、 (エ) ｡ (５点)

Ａ 電気通信事業を営もうとする者は、総務大臣の許可を受けなければならない。ただし、そ

の者の設置する電気通信回線設備の規模及び電気通信役務の種類が総務大臣が告示で定める

基準を超えない場合は、この限りでない。

Ｂ 端末設備の接続の技術基準は、三つの事項が確保されるものとして定められなければなら

ないとされているが、そのうちの一つは、電気通信事業者の設置する電気通信回線設備と利

用者の接続する端末設備との責任の分界が明確であるようにすることである。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) (オ) 伝送路設備とは、端末設備又は自営電気通信設備と接続される伝送路設備をいう。

(５点)

① 端末系 ② 中継系 ③ 基幹系
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣、｢有線電気通信法｣、｢有線電気通信設備令｣及び

｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、そ

の番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 工事担任者の工事の範囲について述べた次の二つの文章は、 (ア) 。 (５点)

Ａ ＡＩ第３種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備を接続するための工事(端末設

備に収容される電気通信回線の数が１のものに限る。)及び総合デジタル通信用設備に端末

設備を接続するための工事(総合デジタル通信回線の数が基本インタフェースで１のものに

限る。)を行い、又は監督することができる。

Ｂ ＤＤ第３種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事(接続

点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒１００メガビット以下のものであって、主とし

てインターネット接続のための回線に限る。)を行い、又は監督することができる。ただし、

総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するための工事を除く。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 用語について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (５点)

Ａ 電話用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって、主として音声の

伝送交換を目的とする電気通信役務の用に供するものをいう。

Ｂ 総合デジタル通信用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって、主

として６４キロビット毎秒を単位とするデジタル信号の伝送速度により符号、音声その他の

音響又は影像を統合して伝送交換することを目的とする電気通信役務の用に供するものをい

う。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 有線電気通信設備を設置(その設置について総務大臣に届け出る必要のないものを除く。)し

ようとする者は、有線電気通信の方式の別、設備の設置の場所及び (ウ) を記載した書類

を添えて、設置の工事の開始の日の２週間前まで(工事を要しないときは、設置の日から２週

間以内)に、その旨を総務大臣に届け出なければならない。 (５点)

① 所轄する総合通信局 ② 設備の概要 ③ 端末設備の接続の技術的条件

(４) 用語について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (エ) である。 (５点)

① 電線とは、有線電気通信(送信の場所と受信の場所との間の線条その他の導体を利用

して、電磁的方式により信号を行うことを含む。)を行うための導体(絶縁物又は保護物

で被覆されている場合は、これらの物を含む。)であって、強電流電線に重畳される通

信回線に係るもの以外のものをいう。

② 高周波とは、周波数が３,０００ヘルツを超える電磁波をいう。

③ ケーブルとは、光ファィバ以外の絶縁物のみで保護されている電線をいう。

(５) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律は、不正アクセス行為を禁止するとともに、これに

ついての罰則及びその再発防止のための都道府県公安委員会による援助措置等を定めることに

より、電気通信回線を通じて行われる電子計算機に係る犯罪の防止及びアクセス制御機能によ

り実現される電気通信に関する秩序の維持を図り、もって高度情報通信社会の (オ) に寄

与することを目的とする。 (５点)

① 適正な運営 ② 秘密の漏えいの防止 ③ 健全な発展 ④ 通信の確保
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣

に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 用語について述べた次の二つの文章は、 (ア) 。 (５点)

Ａ アナログ電話端末とは、端末設備であって、アナログ電話用設備に接続される点において

２線式の接続形式で接続されるものをいう。

Ｂ 応答とは、電気通信回線からの呼出しに応ずるための動作をいう。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 絶対レベルとは、一の皮相電力の１ミリワットに対する比を (イ) で表したものをいう。

(５点)

① 絶対値 ② 相対レベル ③ デシベル ④ 不要送出レベル

(３) 用語について述べた次の二つの文章は、 (ウ) 。 (５点)

Ａ 移動電話用設備とは、電話用設備であって、端末設備又は自営電気通信設備との接続にお

いて電波を使用するものをいう。

Ｂ 無線呼出用設備とは、電話用設備であって、特定の利用者に当該設備を専用させる電気通

信役務の用に供するものをいう。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 配線設備等の電線相互間及び電線と大地間の絶縁抵抗は、直流 (エ) ボルト以上の一の

電圧で測定した値で (オ) メガオーム以上でなければならない。 (５点×２＝１０点)

① ０.２ ② ０.４ ③ ０.６ ④ １

⑤ ２００ ⑥ ２５０ ⑦ ３００ ⑧ ３５０

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣

に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) アナログ電話端末は、発信に関する機能として、発信に際して相手の端末設備からの応答を

自動的に確認する場合にあっては、 (ア) からの応答が確認できない場合、選択信号送出

終了後２分以内に直流回路を開く機能を備えなければならない。 (５点)

① 自営電気通信設備 ② 相手網制御装置

③ 着信局交換設備 ④ 電気通信回線

(２) アナログ電話端末のうち、押しボタンダイヤル信号に関する次の二つの測定結果は、

(イ) である。 (５点)

Ａ ミニマムポーズは、３５ミリ秒であった。

Ｂ 信号送出時間は、５５ミリ秒であった。

① Ａのみ規定値内 ② Ｂのみ規定値内

③ ＡもＢも規定値内 ④ ＡもＢも規定値外

 
H1702_AI第三種



Ｊ－13

(３) 直流回路を閉じているときのアナログ電話端末では、ダイヤルパルスによる選択信号送出時

における直流回路の静電容量は、 (ウ) マイクロフアラド以下でなければならない。

(５点)

① １ ② ２ ③ ３ ④ ４

(４) 総合デジタル通信端末について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。 (５点)

Ａ 総合デジタル通信端末は発信に関する機能として、発信に際して相手の端末設備からの応

答を自動的に確認する場合にあっては、電気通信回線からの応答が確認できない場合呼出メ

ッセージ送出終了後１分以内に呼切断用メッセージを送出するものでなければならない。

Ｂ 総合デジタル通信端末は電気的条件等として、電気通信回線に対して直流の電圧を加える

ものであってはならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 総合デジタル通信端末は、総務大臣が別に告示する場合を除き、基本的機能として、通信を

終了する場合にあっては、 (オ) 用メッセージを送出する機能を備えなければならない。

(５点)

① 呼設定 ② 呼切断 ③ 応 答 ④ 電源切断 ⑤ 呼出し
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